






研究目的

　心身障害発生予防のために,安全分娩管理が必要であることは,論を待たない。

分娩時の胎児管理は,分娩監視装置,児頭血 pH 測定等により,大巾な改善をみた。

しかし,いわゆる latent fetal distress の状態にある胎児の正確な診断及び

その管理の点ては未だ充分とはいえない。これまでの研究に於いて,胎児副腎

皮質が,児の成熟に,極めて重要な役割を担っていることが,明らかにされたが,

副腎自身の成熟過程を,更に,解明することにより,胎児成熟の新しい指標を,探

究し,従来の胎児胎盤機能検査法である母体尿中エストリオール,母体血中 hPL

と共に,総合的に児の状態を判定する方法の開発を目的とした。


